
FAX : 03-5220-9090
（公財）生命保険文化センター  中学生向け授業担当 行

申込日　　　　　  年　　　月　　　日

【学校関係者の方のみご記入ください】

※テーマ、日程等によってはご希望にそえない場合があります。
※ご記入いただきました内容は、出前講座実施の際の連絡、資料等の送付および講師派遣のご案内に利用させていただきます。

（センター記入欄）

※お申込み後、一週間以内に生命保険文化センターよりご連絡させていただきます。
　一週間経過後も連絡がない場合は、お手数ですが「03-5220-8517」講師派遣担当までご連絡ください。

申込団体名 ご担当者

受講者数

ご希望日時

ご希望テーマ

●第１希望　　　　  　　年　　　月　　　日（　　　）　　　　時 　　　分　～　　　　時 　　　分

〒　　　 －

会場名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
最寄駅（　　　　　　　　　　　　　　　　駅）からの所要時間（ 徒歩 ・ バス　　　　　　　 　　分）
教室名など当日の訪問先（　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

〒　　　 －

送付先名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 使用できる設備（該当する□に✓）
□ マイク　　□ 黒板・ホワイトボード　　□ プロジェクター　　□ PPT投影用パソコン

● 講義用レジュメデータ受渡方法：　□ メール送付　　□ 講師がUSBで持参

● 1年生：約　　 　  　名　　       ● 2年生：約　　 　  　名　　       ● 3年生：約　　 　  　名

名

ご希望の講座形式
（いずれかの□に✓）

会 場
（「対面講座」以外を
ご希望の場合、
郵便番号・住所
のみ記入）

資料送付先
（実施会場と別の場合）

会場設備
（「対面講座」以外を
ご希望の場合、
記入不要）

その他
ご要望など

対面講座

●第2希望　　　　  　　年　　　月　　　日（　　　）　　　　時 　　　分　～　　　　時 　　　分

（その他：　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　   ）

可能であればご記入ください

直接講師を派遣し、
教室・体育館・会議室等での講座

ご連絡先
TEL　　　　　　ー　　　　　　ー

メールアドレス　　　　　　　　　　　　 　　　＠
FAX　　　　　　ー　　　　　　ー

受講者内訳

ご担当
科目・学部等

□ 家庭科　□ 社会科・公民科　□ 国語科　□ 総合学習の時間
□ その他（  　         　　　　         　　　　　　　　　　　）

➡

講義
種類

コード
（実績年）

仮登録日
（登録者）

先方連絡日
（連絡手段）

/
（メール・電話）

E
（　　　　　）

実学（ ）
（　　　    　　　　　　 ）

本登録日
（登録者）

/
（　　  　　　）

/
（　　　　　　）

□ 

認知経路

申込実績

□ ホームページ　　□ ダイレクトメール（郵送・宅配）　　□ 電子メール　　□ FAX
□ ご紹介（ご紹介者様　 　　　　　　　　　　　　）　   □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 初めて　　　□ 前年度より継続しての申込　　　□ 過去に申込したことがある

オンライン講座
Zoomなど、インターネットを使った
リアルタイムによる講座

□ 講義を録画した
動画の提供□ 

インターネットによるお申込みはこちら>>>

作文コンクール関連出前授業
申込用紙

出前授業のご案内
作文の事前学習として活用いただける

● ● ● ●

お申込みは、当リーフレットの申込用紙もしくはインターネットよりお申込みください。

（公財）生命保険文化センター　中学生向け授業担当
【TEL】03-5220-8517　【FAX】03-5220-9090
【メール】jitsugaku@jili.or.jp  

授業イメージ 実際に使用する教材例

活用例

生命保険文化センターは、文部科学省が推進する「土曜学習応援団」に賛同しています。

全国
どこでも
無料

　生命保険文化センターでは次代を担う中学生の皆さんに、将来迎えるライフイベントや日常生活に潜むリスクについて考えてもらう
ことで、今後「社会人・職業人として自立していくために必要な力」を養ってほしいとの思いから、当センター職員を講師として派遣し、
出前授業を実施しています。授業では、自分で考えたことをワークシートに書き込んでいくため、作文の下地となり、夏休みの宿題のサ
ポートとしてもご活用いただけます。国語科・家庭科・社会科の時間はもちろん、キャリア教育、特別活動などの授業でもご利用いただ
けます。土・日・祝日での開催も可能です。2021年度から実施されている新学習指導要領の中学校社会科の公民的分野の解説に、社
会保障とあわせて、「自助・共助・公助」「民間の保険」が記載されています。新学習指導要領を意識した授業にぜひお役立てください!

作文に取り組むにあたって必要な『生活設計とリスクへ
の備え』『人生100年時代に必要な備え』『もしものとき
の支え「社会保険と生命保険」』等の知識を、学ぶことが
できます。

講座の内容に沿った生徒用ワークシートをご用意しております。

ご担当されている授業の１コマ（50分程度）をお借りして
講座を実施します。クラス単位の複数回の実施や、50分
の授業を2コマ連続で行うことも可能です。

講師派遣について
詳細はこちらお問い合わせ

❶ 将来について考える
自分の将来についてイメージしながら、働くことや収入と
支出のバランス、日本の超高齢社会等について考えます。

●リスクに備える

❷ リスクって何？
データなどから、将来起こりうるリスクについて考える
ことで、リスクに備える方法について学びます。

❸ 保険について知ろう
社会保障制度の概要や、私的保障の代表的な手段である
預貯金と民間保険について学びます。

生徒の感想
●今まで保険に関心はなかったけど、リスクがいつ起こる
かわからないので大人になったら保険のことをしっかり
考えたい。

●家に帰ったら、家族に自分が入院した時のことを聞いて
みようと思った。

「足の骨折で入院した場合」の事例やクイズを通して、不測
の事態に備える必要性や、備える方法（社会保険、預貯金、
生命保険等）について学ぶことができます。

●オンライン講座…Zoomなどインターネットを使ったリアルタイム形式
●オンデマンド講座…講義を録画した動画の提供オンライン・オンデマンド講座対応可

紹介ページ

●人生100年時代に必要な備えとは?
「人生100年時代」を切り口に、超高齢社会における社会保
障制度のあり方やリスクから自分の身を守る手段として、
「社会保険」や「民間保険」等といった「自助・共助・公助」につ
いて学ぶことができます。

紹介ページ

授業の一環として、講座実
施後の振り返りとして作文
に取り組み理解を深める。

夏休みの作文課題の事前
学習として夏休み前に講
座を実施。
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